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平成 22 年 12 月 27 日 

 

各      位 

会  社  名 株式会社モリタホールディングス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 中島  正 博 

コ ー ド 番 号 ６４５５ 

上 場 取 引 所 東証・大証市場第一部 

問 合 せ 先 取締役 管理サービス本部長 白井  幸 喜 

電 話 ０３－５７７７－５０５９ 

 

上海金盾特種車輌装備有限公司への資本参加（孫会社化）に関するお知らせ 

 

当社及び当社の連結子会社である株式会社モリタ（以下「モリタ」といいます。）は、

平成22年12月27日開催の取締役会において、中国・上海にて消防設備機器の製造・販売を

主たる事業とする上海金盾消防安全設備有限公司（以下「金盾消防」といいます。）と上海

金盾実業有限公司（以下「金盾実業」といいます。）が出資する、消防車両メーカーである

上海金盾特種車輌装備有限公司（以下「金盾特種」といいます。）へ、モリタが資本参加

することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

この資本参加は、モリタが金盾実業より金盾特種の持分を譲り受けることにより行われ

ます。これにより、金盾特種は、モリタの子会社、当社の孫会社になります。 

 

記 

 

１．資本参加の目的 

金盾特種は、金盾消防が手掛ける消防車両事業を平成22年5月14日に分社し、設立さ

れた企業であります。 

中国では、高い経済成長に伴う工業化の進展により、消防車両の需要は急速に拡大し

ており、なかでも沿岸都市部では、より高機能な消防車両の需要が高まっております。 

モリタは、金盾特種への出資を機に、両社間の協業体制を構築するとともに、経済発

展著しい上海市に立地する同社を、中国における製造、販売の拠点とすることで、成長

市場のニーズを確実に捉え、事業収益基盤の拡大を目指してまいります。 

 

２．資本参加する会社（金盾特種）の概要 

(1) 商 号 上海金盾特種車輌装備有限公司 

(2) 所 在 地 上海市浦東新区書院鎮麗正路1515号 

(3) 代 表 者 董事長 周 象義 

(4) 主 な 事 業 内 容 消防車両の製造、販売 

(5) 資 本 金 50百万元（約7億円） 

(6) 設 立 年 月 日 平成22年5月14日 

(7) 従 業 員 数 150名 
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(8) 出 資 比 率 金盾実業 70%、金盾消防 30% 

(9) 当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

当社と当該会社の間、並びに当社の関係者及び関係

会社と当該会社の関係者及び関係会社の間には、特

筆すべき資本関係、人的関係、取引関係はありませ

ん。 

(10) 総 資 産 96百万元（約12億円） 

(11) 純 資 産 50百万元（約7億円） 

 

３．企業名称の変更 

モリタの資本参加に伴い、金盾特種は日中合弁企業となり、企業名称を「上海森田金

盾特種車輌装備有限公司」に変更します。 

 

４．出資持分の譲受の相手先（金盾実業）の概要 

(1) 商 号 上海金盾実業有限公司 

(2) 所 在 地 上海市浦東新区書院鎮麗正路1515号 

(3) 代 表 者 董事長 周 象義 

(4) 主 な 事 業 内 容 不動産の開発、経営、管理等 

(5) 資 本 金 50百万元（約7億円） 

(6) 設 立 年 月 日 平成15年9月19日 

(7) 出 資 比 率 周 象義 92.31%、張 兆憲 7.69% 

(8) 当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

当社と当該会社の間、並びに当社の関係者及び関係

会社と当該会社の関係者及び関係会社の間には、特

筆すべき資本関係、人的関係、取引関係、関連当事

者への該当事項はありません。 

 

５．出資持分の譲受価額及び譲受前後の出資比率の概要 

(1) 譲 受 価 額 92百万元（約12億円） 

 

(2) 

 

譲受前後の出資比率 

              

モリタ 

金盾消防 

金盾実業 

北京康鴻智通貿易有限公司 

（譲受前） 

 0% 

30% 

70% 

 0% 

（譲受後） 

50% 

30% 

10% 

10% 

注） 北京康鴻智通貿易有限公司は、中国における貿易会社であり、今般のモリタの資本参加に合

わせて、金盾特種へ出資を行うものであります。 

 

６．出資持分の譲受時期 

中国政府からの許認可取得後60日以内（平成23年4月頃）を目処とします。 

 

７．業績に与える影響 

本件による平成23年3月期の当社連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

 

 

以 上 


